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　盲児にお い て歩行や 文字の 基礎 となる空間認知を育むこ とは重要で あ り、盲児の空

間認知 の 発達を促すため に 、 枠に複数の はめ板 をはめ 込んで
一

つ の 面を構成す るは め

こ み構成課題が実践的に用 い られて い る 。 本研究で は  はめ板 の分割次元数 （一次元 ・

二 次元）、   はめ板の 組合せ （同形 ・異形）、  提示順序の 観点か ら 8種類の 課題を設

定し課題の 順序性につ い て 事例的に検討する こ とを目的とした 。 対象は 4 歳 1 か月か

ら 5 歳 9 か 月の 盲幼児 3 名で あ り、分析は課題の 成否、課題遂行時間、向き変えの 回

数か ら行 っ た 。 その 結果 、 同形課題 に比 して 異形課題 の 方が課題遂行時間が長 く、 は

め板の 向 き変えの 回数 も増加する傾 向が見 られ 、 同形課題 よ り異形課題の 方が難 しい

こ とが示唆され た 。 提示順序に つ い て は  
一
次元異形課題で は小 さい もの か ら提示す

る 方が 難し く、  二 次元異形課題で は小さ い もの か ら提示する方が 難しい 課題 とそ う

で ない 課題がある こ とが示唆 された 。

キ
ー ・

ワ
ー ド ：盲幼児　 はめこ み構成課題　難易度　は め板組 み合わせ　提示順序

1．は じめ に

　幼児期は、物の 概念、大小長短 ・色 ・形、時

間 ・量 ・空 間な どの 概念が形成 される時期で あ

り （園原 ， 1980）、 こ の 時期に形成され た概念は 、

児童期 以降の 論理的思考の 基盤 となる。それ ら

の 概念 は事物 を比較、分類、順序づ け、弁別、

分解 ・組み 立て、構成するな どの 活動を通 して

形成 され る （岡本 ，
1982 ；Piaget， 1947）。

　そ うした 直接 、 物 を操作 する活動の うち 3 ・

4 歳児に お い て は 、 ブ ロ ッ ク や 積み木 など複数

の 物 を操作 しなが ら、分解 ・組 み立て を した り

構 成 した りす る活動が 主要 な発達課題で あ り、

そ うした活動は構成あそ び と呼ば れ る （田中 ，

1988）。 その 中で も積み木 を用 い た構成あ そび

’

筑波大学 大 学 院教 育研 究 科
’ t

筑波大学人間系

は、幼児期の 立体お よび空間に 関する概念を育

む遊具 として重要で ある （厚生 労働省 ， 2008；

文部科学省 ，
2008）。 また 、 発 達検査 や知能検

査に お い て も、複数の 積み 木で 構成 され た見本

を見 て、同 じよ うに模倣 ・構成する検査課題が

あ り、こ の よ うな課題 を構成課題 と呼ん で い る

（新版 K 式発 達検査研究会，2008）。 これ らの 構

成活動の 経験が 4 歳半か ら 5 歳頃に獲得 される

量の 概念や 空間の 概念 と い っ た関係概念形成の

基盤 となる （丸山 ・無藤 ， 1997；松原 ， 1982；

田中 ， 1986）。

　 さて、盲児にお い て はこ の よ うな構成課題 を

その まま適用す る こ とは困難な場合 が多い 。 た

とえば 、 新版 K 式発達検査や 田中ビネー知 能検

査の 積木の 課題 を盲児 に実施 した場合、  見本

を触覚 に よっ て把握す る際お よび構成す る際に

積み 木が 崩れ る、  触運動感覚に よ っ て位置 ・
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方向を把握するため の 基準とする もの が な い た

め構成する モ ノ の 位置関係が把握 しに くい 、 

見本の 参照 と構成が 同時にで きな い ため見本を

記憶 して再構成す る 必要がある とい っ た よ うな

検査手続 き上の 困難があるため 、 その まま課題

を適用する こ とは で きな い 。 したが っ て、盲児

に構成課題 を実施する ため に は、触運 動感覚を

通 して 課題 を実施する こ とがで きる ように課題

その もの を工 夫す る必要がある 。 触運動感覚 に

よ っ て構成課題 を実施するた め の 条件 として、

  積み木が崩れない こ と、   触覚的に物の 位置

がわか りや す い 構造で あ る こ と 、   見本 と触 り

比 べ る こ となく課題達成が理解で きる こ となど

が挙げられ る 。 こ れ らの 条件 を満たす もの とし

て、枠や型 に平面的に積み木をは め込ん で
一

つ

の 面 を構成する こ とで 課題達成 とす る よ うな課

題 （以下 、 はめこ み構成課題）があ り、 盲児の

指導にお い て実践的に も用 い られ て い る （秋葉 ，

2008 ；佐 島 ， 2004）。 したが っ て 、はめ こ み構

成課題 を触運動感覚に よ っ て実施 した際の 課題

の 順序性 とそ れ に関連す る要因 につ い て検討す

るこ とが 、 盲児にお ける空間認知の 系統的な指

導お よびその 評価 にお い て 重要で あ る 。 また 、

構成課題に は 1対 1対応の 型 はめ の 次の 段階で

あ る 2 分割や 4 分割な どの 初期的 な もの か ら、

8 分割な どの 多分割や斜め の 分割、多種類 の は

め板の 組み合わせ が ある分割など の 発展的な も

の まで 多様な段階がある （水 口，ユ995）。 さらに、

発達検査等 に お い て 、 型 はめ など の 課題の 提示

順序が設定 されて い る こ とか ら （新版 K 式発達

検査研究会 ， 2008）、提示順 に よる課題 の 段 階

性 もあ る と考えられ るが、こ の 点に つ い て検討

した研 究は見 当た らない 。

　以上か ら、はめ こ み構成課 題は 、 盲児が 触運

動感覚に よっ て行 うこ とに適 して お り、これ ら

の 構成活動の経験が量 の 概念 や空間概念の 基盤

とな る こ とか ら重 要 な 学習課題 で あ る と言え

る。

一方 、 盲児における空間認知の 発達段階に

応 じ た系統的な指導法は確立 され て お らず、系

統 的 ・段 階的指導の 観点か らはめ こ み構成課題

の 順序性を明 らか にする こ とは重要である。そ

こ で 本研究で は 、 盲幼児 を対象にはめ こみ構成

課題 を実施 し、 課題の 順序性 とはめ板の 分割次

元数お よび はめ板の 組合せ、提示順序との 関連

に つ い て 事例的に検討す る こ とを 目的と した 。

皿．方法

　 1．対象児

　 4 歳 1 か月か ら 5 歳 9 か 月の 盲幼児 3 名 を対

象 と した （Table　1）。
　 A 児お よび B 児 は広 D − K

式視覚障害児用発 達診 断検査 （以 下、広 D − K

式発達検査）にお い て 、 全体で は 3 歳以 上 （ス

ケ
ール ア ウ ト）、手指運動で は 2 歳 4 カ月で あ っ

た 。 C 児は全体で は 3 歳以上 （ス ケ
ール ア ウ ト）、

手指運動で は 2歳 6 カ 月で あ っ た 。 3名 とも、

行動観察か ら知的に遅れ はな い と考えられ る 。

　 2．は めこ み構成課題 と して使用 した教材

　使用 した教材は、正方形の 木の 枠の 中に 、 様 々

な大 きさの はめ板 をはめ て 枠 を
一

面埋 め る課題

である （Fig．1）。 はめ板 の 形 は 、 正方形お よび

長方形 を用 い た 。 枠が
一

面埋 まる と課題達成 と

な るた め、構成模倣 の よ うに見本 を参照する 手

続 きを必要 としな い 。

　教材の 枠 の サイズは 、 幼児 ・児童用 の構成課

題 と し て 用 い られ て い る教 材 （「WAKU −

BLOCK 」（童具館社製）、「形あわせ教材」 （竹

Table　1　 対象児 の 実態

対象児 年齢 診断名 視 力 　　知 的 障 害 　 広 D − K 式発達検査 （記載 した年齢の 時点 に おい て ）

ABC 4歳 1 か 月　　　　 　小 眼 球症 　　　　 　0

4歳 5 か 月　 　　 レ ーベ ル 先天 盲　 　　光覚

5 歳 9 か 月　　 　 　 強 角膜 症 　 　　 　 光覚

無

無

無

総計 3 歳 以 上、手指運 動2 ：4、食 事 2 ：4

総 計 3 歳以 上 、手指 運動2 ：4、食 事2 ：4

総 計 3 歳以 上、手指 運動2 ；6、食 事2 ：4
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Fig．1　実施 した は め こ み構成課題

井機器 工 業社製 ）） を参考に、内寸縦 182mm 、

横 182  、 深 さ 8mm の もの を用 い た 。 これ は、

基尺 45mm 、 厚 さ 12mm の 正方形 の 積 み木が縦

4 列 、 横 4 列 、 計 16枚入 る サ イズ で あ る 。 は

め 板は、全 て厚み が 12mm で、  縦 90mm ・横

180mm 、  縦 45mm ・横 180mm、  Wr　135mm 　
’

横 180mm 、   縦 90mm ・横 90mm 、  縦 60mm ・

横 90mm 、   SC”　90mm 　’横 120mm の 6 種 類 を用

い た 。

　 3．課題の種類

　実施 し た課題 をTable　2に示 した 。 課 題 は 、

  分割次元数 （
一

方向の み の 分割か、縦横の 二

方向の 分割か）、  は め板の 組み 合わせ （同形

の み の 組 み合 わせ か 、 異 形の 組み合 わ せ か ）、

  提示順序 （大 きい はめ板 か ら提示す るか 、 小

さ い は め板か ら提示す るか） とい う3 つ の 観点

か ら設定 した 。 すなわ ち、分割の次元 数が 多い

ほ ど難 し く、 異形 の 組み合わせ の 方が 難 し く、

なお か つ 異形の 組み合わせ の 場合は小 さ い はめ

板か ら渡す提示川頁序 の 方が難 しい の で はな い か

と考 え 、 Table・2に示 した ように 1か ら 8 の 順の

難易度で ある とい う仮説をたて た 。

Table　2　課題 の 内容

課題 名 組 み 合 わ せ 提示 順

課題 1　　
一

次元 ・同形

課 題 2　　 一次 元 ・異 形

課題 3　　
一

次元
・異形

課題 4　 　二 次元
・
同形

課題 5　　 二 次元
・
異形

課題 6　　 二 次元 ・異形

課題 7　　 二 次元 ・異形

課題 8　　 二 次元 ・異形

日

口

口

田

田

田

田

田

大小

小大

大大小小

大小大小

小大大小

小小大大
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　 4．実験手続き

　調査 は 、 A ・B 児 にお い て は大学の 個別室 に

お い て、C 児にお い て は C 児の 通 う盲学校の 教

室 にお い て 個別 に実施した 。 対象児の 体の 大 き

さ に あっ た机 と椅子 を使用 し、机の 上 に はすべ

り止 め シー トを設置 し 、 教材 を動か ぬ ように し

た 。 対象児の 正面に枠 を配置 し、利 き手側 か ら

はめ板 を 1 つ ずつ 手渡し 、 枠にすべ て はめ る よ

うに教示 した 。 また 、 場所を入れ 替えた り、 向

きを変 えた りす る こ とは 自由で あ る こ とを教示

した 。 練習試行で は、本試行に は用 い な い 無分

割の 課題お よび 3分割の 課題を使用 し、試行 ご

とに課題遂行時間が変化 しな くな っ た時点で課

題 に慣れ た とし、本試行 を行 っ た 。 8種類の 課

題 をそれ ぞ れ 1試行ずつ 課題 1 か ら順 に実施 し

た。試行中は、モ チ ベ ーシ ョ ン を維持する ため

の 声か けは した が 、 答 えを教 える よ うな声か け

は しなか っ た 。 対象児 が 1つ 目の はめ板 を受 け

取 っ た 時点で 開始と し、は め板 を全 て は め終

わ っ た時点で課題終了 と した。また、は め板が

なかなかは まらず対象児が課題に飽 き、 課題 に

関係の な い 行動 を示 し た時点で 課題達成が 困難

と判断 し、 課題未達成 とした 。 なお 、 未達成課

題 に つ い て は 、 対象児が成功感を持 っ て課題 を

終 える こ とが重要 と考 え 、 「次 はそれ を入 れて

みた ら ？」な ど の声掛けをし、そ れで も難 しい

場合は対象児の 後ろ か ら手を取 り
一
緒に はめ板

の 向きを合わせ て 最後まで はめ させ た 。 課題遂

行時の 様子 は、対象児の 手が映る位置に ビデ オ

を設置 し記録 した 。

　 5．分析の 観点

　 （1）課題達成率 ：対象児が 1 人 で、はめ板を

全て はめ られ た ら達成と し、は め板が なか なか

はめ られ ず課題以 外の 行動 をし始め た り、「で

きな い 」など の発言が あ っ た場合未達成 と した 。

課題ご とに成否を分析 した 。

　 （2）課題達成時間 ：課題 達成 の 時間を測定 し 、

はめ板の 数が 同 じ課題で比 較す るた め に、一
次

元課題 と二 次元課題 は分 けて 分析 した 。

　 （3）向き変えの 回 数 ：試行錯誤の 様子を分析

する ため に 、 はめ板 をは め て か らは め板の 向き

を再度変 える 回数をカ ウ ン トした 。

　なお、分析 は全て執筆者 が ビデ オ を見なが ら

行 っ た 。

皿．結果

　 1．課題 の 成否

　Table　3は、3 名の 課題 ご との 成否を示 した も

の で ある。これ を見 る と、一
次元 同形課題、一

次元異形 ・大小提示課題 、

一
次元 同形 ・小大提

示課題 、
二 次元 同形課題 、

二 次元異形 ・大大小

小提示課題の 5課題 で は、全員が課題達成 して

い た 。 また 、 二 次元異形 ・大小大小提示課題で

は 3 名中 1名が 、 二 次元異形 ・小大大小提示 課

題 では 3名中 2名の み 達成 して い た 。 二 次元異

形 ・小小大大提示課題 に つ い て は、3 名全員が

達成に至 らなか っ た 。

Table 　3　各課 題 の 成否

課題

提 示順

課題 1　 課題 2　 課題 3　 課題 4　 課題 5　 課題 6　 課 題 7　 課題 8

口 i i 田 田 田 田 田
大小 小 大 大 大 小 小 大 小 大小 小大大小 小小大 大

児

児

児

ABC ○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

○

XxO OxO X

×

X
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　2．課題遂行時間

　Fig，2 は、3 名の 各課題に お ける遂行 時間 を

示 したもの である 。 まず
一

次元課題 の 結果 を見

る と、A 児は 同形課題が 10．7秒 、 異形 ・大小提

示課題が 21．6秒、異形 ・小大提示課題が 28．5秒

で あ り、同形課題に比 して異形課題 の 方が、異

形課題の 中で も小 さ い はめ板 か ら提示する方が

遂行 に時間の かか る傾向が見 られた。B 児で は、

同形課題が 7．1秒 、 異形 ・大小提示課題が 6．8秒 、

異形 ・小大提示課題が 95秒 で あ り、 同形課題

と異形 ・大小課題 で は 明らか な差は認め られな

か っ たが 、 異形課題の 中では 、小さ い はめ板か

ら提示する方が遂行 に時間の かかる傾向が見 ら

れ た 。 C 児で は 、 同形課題が 10．4秒 、 異形 ・大

小提示課題が 12．4秒、異形 ・小 大提示 課 題が

17、2秒で あ り、同形課題 に比 して異形 ・大小提

示課題 の 方が わずか に遂行に時間の かか る傾 向

が 見られた 。 また異形課題の 中で も、 小 さい は

め板か ら提示する方が 遂行に時間の かか る傾 向

が見 られた 。

　つ ぎに 、
二 次元課題の 結果を見 る と、A 児は

同形課題が 33．8秒、異形 ・大大小小提示課題が

46．7秒、異 形 ・小 大大小提示課 題が 102．1秒 で

あ り、 同形課題 に比 して 異形課題の 方が遂行に

時間の か か る傾 向が 見られ た 。 B 児 で は 、 同形

課題が 15，2秒 、 異形 ・大大小小提示課題が 90．1

秒で あり、同形課題に 比 して 異形課題の 方が 遂

行に 時間の かかる傾向が顕著 に見 られた 。 C 児

で は、同形課題が 18．7秒、異形 ・大大小小提示

課題 が 21．1秒 、 異形 ・大小大小提示課題が 98．6

秒 、 異形 ・小大大小提示課題 が 43．7秒 で あ り、

同形課題に比 して異形課題の 方が遂行 に時間の

か か る傾向が 見られ 、特に大小大小提示課題お

よび小大大小提示課題にお い て時間の か か る傾

向が見 られた 。

　 3．は め板 の向 き変 えの回数

　Fig．3は 、 各課題 に お ける 3 名の課題 ご との

は め板 の 向 きを 変える 回 数を示 した もの で あ

る 。 こ れ を見る と、一
次元課題 に つ い て は A 児

で は 同形課題 に お い て は向き変 えは 出現せ ず、

異形 ・大小提示課題 におい て は 1 回、異形 ・小

大提示課題にお い て は 3 回出現 し、異形課題の

中で は 、 小 さい はめ板か ら提示す る方が 向き変

えの 回数が わずか に増 える傾 向が見 られた 。 B

児では、同形課題に お い て 1 回 、 異形 ・大小提

示課題にお い て 0 回、異形 ・小大提示課題 にお

い て 1回出現 し 、 顕著な差は認め られ なか っ た 。

また、C 児で は 同形課題お よび異形 ・大小提示
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課題にお い て は出現せず、異形 ・小大提示課題

に お い て 1 回出現 し、同形課題 と異形課題 の 問

に は差 は認め られ な か っ た 。

　 二 次元課題 に つ い て は 、 A 児で は同形課題 に

お い て 3 回 、 異形 ・大大小小提示課題 におい て

5 回 、 異形 ・小 大大小提示 課題 にお い て 17回

出現 し、同形課題に比 して 異形課題の 方が向 き

を変 える 回数が増える傾向が見 られ、異形課題

の 中で も小 さ い は め板か ら提示 し、2枚 目以 降

に大 きい はめ板 を入 れ る際に、向き変えの 回数

が 増 える傾 向が 顕著に見 られ た 。 B 児で は、同

形課題で は出現せず、異形 ・大大小小提示課題

に お い て は 16回出現 し、 同形課題 に比 して異

形課題の 方が 向きを変える 回数が 増える傾向が

顕著 に見 られ た。 また、C 児で は 、同形課題 お

よ び異形 ・大大小小提示課題で は 1 回、異形 ・

大小大小提示課題で は 4 回、異形 ・小大大小提

示課題で は 2 回出現 し、

一
定の 傾向は認め られ

なか っ た 。

N ．考察

　本研究で実施した構成課題 は、盲児が触運動

感覚 を用 い て構成す る こ とが可能で あ り、 盲児

の 空 間認知の 基盤 を育 む課題 として、実践的 に

も用 い られ て い る （秋葉 ， 2008 ；佐島， 2004）。

構成課題 に は 、 1 対 1対応 の 型 はめの 次の 段 階

で ある 2 分割や 4分割 などの 初期的な もの か ら

8 分割な どの 多分割 、 斜め の 分割、多種類 の は

め板の 組み合 わせ に よる分割 などの 発展的 なも

の まで 、多様な段階があ る。本研究では、こ の

うち 2 分割お よび 4 分割 と い う分割数の 少 ない

初期的 な段 階の 課題の 順序性 に つ い て盲幼児 3

名を対象に事例的 に検討した。

　 その 結果 、 は め板 の 組み 合わせ および提示順

序が 課題 の 難易度に
一

定の 関連性 の ある こ とが

示唆され た 。 す なわち、課題の 成否 に つ い て 見

る と、

一
次元 の 3課題 、 二 次元同形課題 、 二 次

元異形 ・大大小小提示課題 の計 5課題で は全員

が達成 した の に対 し、二 次元異形 ・大小大小提

示課題お よび 二 次元異形 ・小大大小提示課題 で

は達成 で きな い 者が お り、二 次元 異形 ・小小大

大提示課題は全員達成で きなか っ た。こ の こ と

か ら、一次元 同形課題 か ら二 次元 異形 ・大大小

小 提示課題 ま で の 5 課題 と、二 次元異形 ・大小

大 小提示 課題 お よ び小大 大小 提示 課題 の 2 課

題、二 次元異形 ・小小大大提示課題の 1課題の

間には難易度に 差が ある こ とが示唆された 。

　また 、

一
次元 構成 3課題にお ける A 児お よび

C 児の 課題 遂行時問の 結果か らは、一
次元同形

課題 、

一・
次元異形 ・大小提示課題 、

一
次元異形 ・
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小大提示課題の 順 に課題遂行に時間を要 して お

り、 こ の難易度の 順で あ る こ とが示唆 される 。

また、二 次元構成の 4課題にお い て は、二 次元

同形課題 よりは二 次元異形 ・大大小小提示課題

の 方が 時間を要 して お り、 こ の 難易度の 順で あ

る こ とが示唆 される 。 二 次元異形 ・大小大小提

示課題、二 次元異形 ・小大大小提示課題 に つ い

て は、小 さい はめ板か ら提示する方が 難しい と

い う仮説 とは異 なる結果で あ っ た 。 これに つ い

て は、大小大小提示課題お よび小大大小提示課

題は 、 今 回の 対象児にお い て は、ち ょ うどで き

る か で きな い か の 臨界点にあた る課題で ある こ

とか ら、偶然で きた りで きなか っ た りした こ と

が 影響 した と考える 。

一方 、 こ の 2課題は 、 二

次元同形課題お よび 二 次元異形 ・大大小小課題

に比 して 、 達成率が低 く、 課題遂行時 間が長い

こ とか ら、少な くとも大小大小提示課題お よび

小大大小課題の 方が 難易度が高 い と考える 。

　 さ らに、一
次元 課題の 向き変 えの 回数にお い

て 、 A 児 及び C 児 の 結果か ら、課題遂行時間 と

同様の 順 に回数が増加する傾向が認め られ た こ

とか ら、

一次元課題にお い て 同形課題 、 異形 ・

大小提示課題、異形 ・小大提示課題の 順 に難易

度の 高い こ とが示唆され る 。

　以上 の こ とか ら 、 はめ こみ構成課題は、 
一

次元 同形課題 、  
一

次元異形 ・大小提示課題、

 
一次元異形 ・小大提示課題 、   二 次元同形課

題 、   二 次元異形 ・大大小小提示課題、  二 次

元異形 ・大小大小提示課題、お よび二 次元異形 ・

小大大小提示課題、  二 次元異形 ・小小大大提

示課題の 順に課題の 難易度が 高 くな る と考えら

れる 。 すなわ ち 、 盲幼児 における はめ板構成課

題の 難易度は 、 分割次元数 、 は め板の 組み合 わ

せ 、 お よ び は め 板の 提示順序の 要因が 関連す る

と考える 。

　 同形課題は 、 はめ板 を枠 に対 して 平行 に入 れ

端 に寄せ る こ とが で きれば全て入 るが 、 異形課

題で は はめ板 の 向きを考えなが ら入れ る必要が

ある こ とが、はめ板の組み 合わせ 要因が 難易度

に影響す る理 由と考 える 。 また提示順序 につ い

て は、大 きい はめ板 から入れ る提示順 で あれば

試行錯誤 をすれば必ず入る 。

一
方 、 小 さい は め

板か ら入れ る提示順の場合 、 小 さい はめ板が 二

つ とも同 じ向 きの 時 は残 りの 大 きい はめ板が 入

るが、小 さ い は め 板 の 向きが違 うと大 きい は め

板が 入 らない ため入 れ替 えが必要 になる 。 1枚

目の は め板 は枠の どの部分で もは め こ むこ とが

で きるが 、 2 枚 目以 降は はめ こ まれて い な い 部

分の面積が少 な くなるため 、 小 さい はめ板で は

向き変えをせ ずに入 れ る こ とが で きて も大 きい

は め板 で は、向きを変えな い と入 らない 場合が

生 じる 。 こ の ため 、 2 枚 目以 降の 向き変え回数

をみ る と、大 きい はめ板 の 方が必然的に向き変

えの回数が多 くなる 。 その こ とが 、 小 さい はめ

板か ら入れ る提示順が 難し い 理 由で ある と考え

る 。

　また今回、一
次元の 3課題、二 次元 同形課題 、

二 次元異形 ・大大小小提示課題の 計 5 課題 にお

い て 、 課題 の 成否で 差が 生 じなか っ た 。 また、

分割次元の 要因に つ い て は 、

一次元課題 と二 次

元 同形課題 にお い て、次元数が増 えはめ板の 数

も増えて い る に も関わ らず、 課題遂行時間には

顕著 な差 は見 られ なか っ た 。
こ の 点に つ い て は、

今回の 対象児よ りも発達段階が 前段階の 対象児

で あれば 、 こ れ らの 課題 にお い て も差が認 め ら

れ るの で は ない か と考える 、

　枡見 （2009）は盲児 を対象に実験 を行 い 、 非

分割の 型は め と 1 次元分割があ る型 はめ にお い

て 難易度に差が生 じて い る こ とを明 らか に して

い る 。 こ の 点お よび今回の 研究結果か ら型 はめ

や構成課題 におい て は 、 非分割 ・分割 、 分割次

元数、はめ板の 組 み合 わせ 、 お よびはめ板 の提

示順序の 要因が構成課題の 難易度に 関連する と

考えられ る 。 盲児の構成課題にお い て は、以 上

の 点を考慮 して 指導する こ とが重要で ある。

　今 回は 、 3 名 の 盲児 を対象に事例 的に課題の

順序性 を検討 したが 、 二 次元異形 ・大小大小提

示課題お よび 二 次元異形 ・小大大小提示課題 に

お い て は 、 難易度の 差が 明らか にな らなか っ た 。

今後は分割次元 数、はめ板の 組み合わせ、お よ

び はめ板 の 提示順序 の 要因か ら条件 を統制 し、

対象人数を増や しデ
ー

タを収集 して い くこ とが
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課題で ある 。 さ らに、今回 B 児に つ い て は 、 同

席す る父 親に 度 々 話 しかけた りす る な ど気が

散 っ て い る様子が見 られ 、 課題の 遂行に影響 し

た可能性が有るため 、 課題の 設定時間な どにつ

い て も今後の 課題 と した い
。 また 、 今 回は分割

数が少 ない 初期的な段階の 課題に つ い て検討 し

たが 、今後は 8 分割 など の 多分割や斜 めの 分割

があ る課題の 順序性 に つ い て も明らか に して い

きた い 。
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      The  Order ofDifTiculty  of  the Constructive CIIisk vvhich  can  be

             Applied  Using Haptic  in Infants vvith  Blindness:

Viewpoint of  the Systematic [Ileaching Materials Array  of  a  Spatial Cognition

Kanako  FUKUDA",  Tsuyoshi  SASHIMA",  YUka  SAKAMOTO*  and  Chikft NAKAMURA'

  In order  to encourage  the development of  spatial cognition  in blind children,  the constructive  task

which  requires  children  to insert two or more  panel boards in a  frame has been popularly practiced.

This study  aimed  to consider  the relation oij the number  of  dimension of  division, the combination  of

panel boards, the task  presenting order,  and  the order  ofdiMculty  ofthe  tasks involved.

  Eight constructive  tasks were  presented to three infants with blindness, and  analysis  was  conducted

from the fo11owing points; success  or failure of the task, execution  time and  the nurnber  oftimes  which

the infant changed  the panel board direction. As a  result,  the task which  involved matching  of  different

shaped  panel boards required  more  time  compared  to the task matching  the same  shaped  panels, From

the result of  the order  of  task presentation, it was  suggested  that ](1)  In a  one-dimensional  task

matching  of  different shaped  panel boards, it was  more  diffieult to start with  smallest  panel. (2) In a

two-dimensional task matching  ofdifferent  shaped  panel boards, it was  suggested  that the subject it is

more  difficult to start with  smallest  panel, and  the subject  which  is not  so  occur,

Key words:  Infants with  blindness, constmctive  task, order  of  dienculty, combination  of  a panel beard,

         order  of task presenting
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